
『
山
名
会
歴
史
講
演
会
並
び
に

第

回
総
会
』
ご
案
内

22

謹
啓

山
名
氏
一
族
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
段
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
て
山

名
会
も
再
興
４
年
目
を
迎
え
、
今
後
の
更
な
る
発
展
を
期
し
、
ご
案
内
の
「
山
名
会
歴
史
講
演
会
並
び
に

第

回
総
会
」
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

22

山
名
氏
八
百
年
の
歴
史
を
顧
み
ま
す
と
、
京
都
を
舞
台
に
「
六
分
一
殿
」
と
勇
名
を
轟
か
せ
た
室
町
期
が
時
代
の
脚
光
を
最
も
浴
び
て
い
た
頃

と
申
せ
ま
す
。
今
回
の
「
山
名
会
歴
史
講
演
会
」
で
は
、
そ
の
室
町
期
の
山
名
氏
と
京
都
・
室
町
文
化
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
京
都
在

住
の
歴
史
研
究
家
二
師
に
よ
る
講
演
と
歴
史
討
論
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
「
山
名
氏
と
京
都
」
と
な
り
ま
す
と
、
我
々
山
名
氏
末
裔
と
し
ま
し
て
は
、
京
都
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
応
仁
の
乱
」
が
気
に

掛
か
る
所
で
す
。
こ
の
乱
に
つ
き
ま
し
て
も
歴
史
討
論
の
場
で
取
り
あ
げ
、
山
名
会
と
し
て
の
『
応
仁
の
乱
の
総
括
』
も
試
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
講
演
後
の
清
興
に
は
、
山
名
氏
ゆ
か
り
の
地
・
西
陣
の
千
本
六
斎
会
に
よ
る
「
六
斎
念
仏
」
（
無
形
文
化
財
・
伝
統
芸
能
）
を
お
願
い
し

て
居
り
ま
す
。
寺
社
で
の
奉
納
公
演
以
外
の
場
で
は
余
り
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
い
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
是
非
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
多
忙
な
事
か
と
存
じ
ま
す
が
、
今
行
事
が
円
成
出
来
ま
す
よ
う
、
お
知
り
合
い
連
れ
だ
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
尚
、
今
回
は
二
百
名
収
容
の
ホ
ー
ル
で
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
会
員
以
外
に
も
一
般
聴
講
も
ご
案
内
し
ま
す
。
山
名

会
の
存
在
周
知
と
裾
野
を
拡
げ
る
為
と
ご
理
解
願
い
ま
す
。
）

記

１
、
期

日

平
成

年

月

日
（
土
）

27

11

28

２
、
行

事

山
名
会
歴
史
講
演
会

『
京
の
歴
史
と
山
名
氏
』

３
、
講

演

「
京

応
仁
の
乱
の
前
と
後
」
（
仮
題
）

―
山
本
義
典
先
生
（Room

to
G

row

代
表
）
―

「
室
町
文
化
の
歴
史
的
意
義
」
（
仮
題
）

―
松
本
公
一
先
生
（
池
坊
短
期
大
学
教
授
・
中
世
史
）
―

４
、
会

場

池
坊
短
期
大
学
「
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル
」

〒

京
都
市
下
京
区
四
条
室
町
鶏
鉾
町

℡
０
７
５
ー
３
５
１
ー
８
５
８
５

600-
8491

５
、
参
加
者

山
名
会
会
員
そ
の
御
家
族
御
縁
者
、
及
び
、
当
行
事
に
ご
興
味
の
方
々

６
、
日

程

平
成

年

月

日
（
土
）

27

11

28

時

間

予

定

・
行

事

等

・

受
付
（
池
坊
短
大
「
こ
こ
ろ
ホ
ー
ル
」
）

12

30
・

開
会
の
ご
挨
拶

池
坊
短
大
学
長
・
松
井
邦
子
氏
、
山
名
会
総
裁
・
山
名
義
晴

13

00
・

「
室
町
文
化
の
歴
史
的
意
義
」

―
松
本
公
一
先
生
―(

池
坊
短
期
大
学
教
授)

13

20
・

「
京

応
仁
の
乱
の
前
と
後
」

―
山
本
義
典
先
生
―(Room

to
G

row
代
表)

14

20
・

小

憩

15

20
・

歴
史
討
論
「
室
町
文
化
と
山
名
氏
」
（
仮
題
）

進
行
・
山
名
年
浩
山
名
会
会
長
（
京
都
経
済
短
期
大
学
学
長
）

15

30
・

重
要
無
形
民
族
文
化
財
「
六
斎
念
仏
」
観
賞

「
獅
子
と
蜘
蛛
の
精
」
他
一
題

―
千
本
六
斎
会
の
皆
さ
ん
―

16

30
・

閉
会
の
ご
挨
拶

17

00

山
名
会
年
次
総
会

懇
親
会
場
へ
移
動

京
お
ば
ん
ざ
い
「
一
知
富
士
」
（
会
場
よ
り
２
０
０
ｍ
）

７
、
参
加
費

歴
史
講
演
会

１
名
・
３
０
０
０
円
（
資
料
代
・
記
念
品
・
諸
経
費
等
）

懇
親
会

１
名
・
５
０
０
０
円
（
ご
参
加
は
任
意
）

８
、
申

込

同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
尚
、
参
加
費
等
は
当
日
集
金
致
し
ま
す
。
）

９
、
締

切

準
備
の
都
合
上
、

月

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11

15

、
問
合
せ

全
國
山
名
氏
一
族
会

事
務
局

〒

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５

℡
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

10

667―
1311

※

前
泊
・
後
泊
を
ご
希
望
の
方
は
、
別
紙
・
ホ
テ
ル
リ
ス
ト
等
を
ご
参
考
の
上
、
各
自
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

※

自
動
車
で
お
越
し
の
方
は
、
京
都
市
四
条
烏
丸
駐
車
場
が
便
利
で
す
。

平
成
二
十
七
年
九
月
吉
日

ご
理
解
者
各
位

全
國
山
名
氏
一
族
会
会
員
様

全
國
山
名
氏
一
族
会

会

長

山
名
年
浩

同

副
会
長

宮
田
靖
國

同

理
事
長

山
名
靖
英

同

常
任
理
事
一
同

同

事
務
局

吉
川
廣
隆


